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u<0の場合の１次風上差分の計算式 ：

整理すると、 (1-49) 

今、試みに次の式を(1-49)で見積もってみる、
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(1-50) 

(1-50)の右辺はCの値によって符号が変化する。

つまり、

次時刻の値　　　　は必ず　　　　と　　　　間の値となる。
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Δt間に移動する距離のΔxに対する比率

安定条件

移流の原点　　　が2点間に存在する 
ための条件（内推補間）

移流の原点　　　が2点間にの外側に 
存在（外推補間）
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②補間による方法（1次補間） 

直線補間CFL=0.1 
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直線補間

②補間による方法（1次補間） 

CFL=0.９９
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直線補間

②補間による方法（1次補間） 

CFL=１．０１
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クーラン数 に対する安定条件

：CFL(Courant-Friedrich-Levy)条件

通常uは空間・時間的に変化するものであるので、各時刻　　において、 
すべての格子点　　　　　　　　　　について上記CFL条件が満足されるように 
時間刻み幅　　　を決定する。

安全係数 （１以下の定数）

即ち、

を満たすように、


